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論文内容の要旨

本論文は、第一に低キャリア物質 CeP とその関連物質の物性について述べている。多段のメタ磁性について明ら

かにするために、 65T までの高圧下強磁場磁化測定を行った。高圧下の測定から、 Heff(n) = H" (p) + Ha(P) で定義さ

れる有効磁場 Heff (n) に l/Heff (n) 依存性があることがわかった。ここで Ha (p) は圧力に依存する定数で、品 (p)

はフェロ的にそろった 2 枚の fs層と n-2 枚の f7層である状態から、フェロ的にそろった 2 枚の fs層と n-3 枚の f7層

である状態への転移磁場に相当する o 更に、磁場の効果は直接的に圧力の効果と一致する。例えば CeP においては、

転移磁場品 (n=3) の57T は1.6 GPa に対応する o このことはpデ混成効果において最も特徴的な性質である。第三

番目として、常磁性相と磁気秩序相の相境界が、基本格子の体積と密接に関連していることがわかった。

その他にもヘビーフェルミオン物質である CeRhlns、 Celrlnh URu2Si2、 UCdn、 UPb3、 Uln3 及び CeSb2 につい

ての磁化測定を行った。とくに URU2Siz においては、帯磁率のブロードな山 Txmax とメタ磁性転移磁場 HM との間に直

線的な関係があることがわかった。これはヘビーフェルミオン物質に見られる特徴的な性質である。 Txmax と HM は両

者とも、/電子が遍歴から局在へと移り変わる効果を示している。

論文審査の結果の要旨

本研究で、反強磁性体 CeP において、磁化に極めて特徴的な多段のメタ磁性を見出した。また、他の研究者によっ

て反強磁性の磁気構造が、圧力の増大とともに階層的に変化することが観測されている。

そこで、研究を一歩進めてパルス強磁場でかつ加圧下での複合極限の実験を行った。その結果、磁場と圧力の効果

が実は 1 対 1 に対応することが明らかになった。

また、 URu2Si2 では磁化率が山をつくる温度 Txmax と磁化曲線でメタ磁性を起こす磁場 HM に関して圧力の増大に

つれて、'丸山と HM が直線的に増大することを見出し、重い電子系の特徴を明らかにした。

以上の研究は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める o
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